




Ｉ．は じ め に
　夫婦共働きは一般化しており（1）、これらを含め保育サービスを利用しながら親が子育てして
いる家庭は増えている。雇用形態や勤務形態の多様化などを背景に、保育重要の増加のみなら
ず多様な保育事業が実施されている。少子化にもかかわらず1995年（ 4 月 1 日現在）1,593,873人
から増加を続け、2014年（ 4月 1日現在）2,266,813人となり、約1.42倍となった。特に低年齢児（ 0、
1、 2 歳児）の入所児童数は、422,891人（内、 0 歳児は52,364人）から858,957人（内、 0 歳児は119,264
人）へと2.03倍になり、著しい増加が見られる。これは、全低年齢児の27.3％（2014年 4 月 1 日現在。






































































2．研 究 方 法
　2012年度に 0歳児クラスに在籍していた子どもの連絡帳を借り、2013年度～2014年度にかけ
て検討・分析した。また、2015年 6 月～ 8月にかけて、分析対象の連絡帳に記入した主たる保
育者に自記入式のアンケートを実施した。
　連絡帳は、 4カ園に所属している 7名の子どものものであり、年間 3期のうち 4・ 5月の 2












子ども10人（保育者 4人）、B園は子ども12人（保育者 5人）、C園は子ども 8人（保育者 3人）、D園
は子ども21人（保育者 7人）である。調査事例の子ども 7人（a～g）の入園当初の大凡の月齢は、













おり、 1枚の用紙サイズは 4園とも異なるが、どれも紐で 1枚ずつ重ねて綴じていくものであ

















中に限り乳児とみなされており、 4カ園の 7事例において、入園時は 0歳であるが、年度途中
で 1歳を迎えている。 4カ園のうち、A園とD園は原則 1歳の誕生日を迎えた時に、そしてB
園とC園は 1 歳児クラスに移行した時から 1 歳児の様式に切り替えられる。A園は、市販の
0 歳児保育において連絡帳で何がかわされているのか
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順位 キーワード 関連テキスト数 出現頻度 キーワード 関連テキスト数 出現頻度
1 食べる 102 161 食べる  82 119
2 寝る  73 114 友だち  80 120
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